
令和6年度
地域循環共生圏づくり支援体制構築事業
中間支援振り返りシート（2025.3）
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活動団体の活動におけるテーマ

陸の孤島の歴史が育むエネルギー自給を
中心とした地域循環共生圏づくり

活動地域 ：北海道石狩市浜益区
活動団体 ：浜益地域循環共生圏推進協議会

「続ふかんば」
中間支援主体：NPO法人ezorock
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地域の現状

地域循環共生圏の構築を通じてありたい地域の姿

ローカルSDGs事業として取り組む内容地域に必要なプラットフォームの体制や仕組み

活動計画（概要）

地域内外に多様な形で関わる人々と共に「陸の孤島」である地理的条件が
育んできた浜益の文化と自然を生かし、エコツーリズムの促進や
新たな産業の創出するサステナブルな暮らしのモデル構築を目指す

急激な少子高齢化が進み、現在人口は約1000人、高齢化率約60％であらゆる分野で担い手
不足が深刻である。一方、昭和46年に国道が開通するまで主な交通手段は船、陸路は険しい
山道を通らなければならなかった厳しい地形を持つ。その地形の影響もあってか豊かな自然
環境が残されている。

①豊富な水資源を活用した、
小水力発電事業の創出

②バイオマス資源の活用や
バイオ炭等、脱炭素事業の創出

③地域資源を活用した
サステナブルツーリズム
プログラムの開発

①関係人口を受け入れ、地域の担い手
として協働する仕組みづくり

②「ネットワーキング浜益」を再編し、
取り組み状況と併せて情報発信を
行うことで地域内の機運を高める

③地域内で生まれようとする事業に
対して専門家のマッチングや担い手
確保等サポートする体制づくり



2026年度末の状態目標

①ふかんばの基本構想を軸にした事業が創出され、実践している

②開発された地域エコツーリズムを継続して実施していくための運営体制が整っている

③脱炭素化事業推進に向けて、浜益の自然資源・地域資源を活用した事業が開始されている

2025年度末の状態目標

①勉強会を実施し、ふかんばの基本構想への理解が深まり 、事業創出に向けた機運が
高まっている

②地域エコツーリズムの開発を進め、事業化に向けた運用体制構築を進めている
③脱炭素化事業推進に向けて、浜益の自然資源・地域資源を活用した事業の試験的運用を
進めている

2024年度末の状態目標

①機関紙「ネットワーキング浜益」の読み解き・再録冊子を配布することによって、ふかんばの
基本構想(*1)が地域内に周知されている

②地域エコツーリズムの開発に向けた試験的なプログラム実施を進めている
③脱炭素化事業推進に向けて、浜益の自然資源・地域資源の調査や勉強会を実施して理解が深まっている

◆ふかんばの基本構想(*1)
「自然との共生方法の模索」「自然から学ぶ生き方の提案」「新たな地域資源の発見と流通構築」「創造的な仕事の開発」 3

【年度当初計画】 3か年状態目標



【年度当初計画】 中間支援の方針
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①地域の外部との繋がりを作るため、
さっぽろ圏内等から関係人口を送り
出し、繋がりづくりを促進する

②「地域住民」と「関係人口」との間に
立ち、双方のニーズを汲み取り、寄り
添いながら関係構築を行う

③地域資源を活用した小さな取り組み
から、実装される事業展開に至るまで
の講師マッチング等事業サポートを
実施する

・急激な過疎化が進み慢性的に担い手が
不足しており「地域住民」＋「関係
人口」が協働していく必要がある

・住民の多くはサステナブルな暮らしの
視点で地域を捉え直す機会は少なく、
地域、活動団体内でも共通認識が取れ
ていない

・地域内外の人たちが集まり、ゲスト
講師による勉強会が開催されるなど、
関心が高まりつつある

■打ち手■見立て

■中間支援機能の強化・振り返り

・地域に深く入り込みマネジメントを行う中核人材を含め、
地域外との新たな関わりをつくる人材を見つけてくること

・地域住民側のパートナーと関係人口による対等な関係性を構築しながら、
事業を創り出していくコーディネーター機能

・地域のエネルギー自立に向けた知見の集約

上記のような取り組みにより、北海道内の他の過疎地域にも展開できる
中間支援のモデル構築を目指していきたい
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3月2月１月12月11月10月9月8月7月６月5月4月

活動団体
の活動

活動団体
の活動

中間支援主体
の支援

中間支援主体
の支援

活動・支援のプロセスの振り返り
■R6年度活動・支援内容

◆定期会合 地域循環共生圏に関わる情報発信(note)

関係人口の受け入れ（月1回）

機関紙再録
冊子作成

地域資源調査・地域活動への協力

小水力発電のための調査・整備

◆地域ビジョンWS
◆再生可能エネ
ルギーに関す
る勉強会

◆エコツーリズム
資源調査

活動情報の拡散

関係人口のマッチング・コーディネート

活動実施に向けた協議・事務局サポート

地域ビジョンづくりWS
いっぺかだれやの会参画

◆サマースクール
実施協力

◆WS進行
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活動・支援のプロセスの振り返り

中間支援主体の支援
 上記アクションサイクルの取組を
活動団体が進めるにあたっての見立て
浜益には、地域循環共生圏に関する関心
者層や個別の取り組みはあるが、繋がっ
ておらず個々での動きになっている。

 具体的な支援内容（打ち手）
ネットワーキング浜益全号を再録した冊
子作成を提案し、資料のPDF化や印刷に
ついてサポートを行った。

 打ち手による活動団体の変化
（意識・行動・活動の進捗）
地域内で関心を持つ人たちを掘り起こし、
繋がることができた。また、活動団体に
ついて地域内への浸透を計ることができ
た。

 中間支援主体としての気づき・成⾧
すでに地域内には多くの資源があり、再
編集してリリースすることで、省コスト
で大きな価値を得ることができる。

■今年度、地域循環共生圏づくりのポイントとして注力したアクションサイクル①

仲間を探す（関係者に想いやメリットを伝え、参加の機会をつくる）

活動団体の取組
 活動名・時期
ネットワーキング浜益再録冊子作成・
配布（2024年11月）

 なぜそれを実施したのか（実施目的）
活動団体設立のきっかけとなった「ネッ
トワーキング浜益」を地域内外で配布す
ることで、関心者の掘り起こしを行うと
共に、地域循環共生圏の取り組みを地域
内に浸透させる。

 実施したことによって共生圏づくりにど
のような変化が起きたか（活動団体自身
の変化・周囲の変化等の共生圏づくりに
関わる進捗）
・「懐かしい」「浜益でこんな取り組み
があったのか」と様々な声を聞くことが
でき、今後の活動の仲間を見つけるきっ
かけになった。
・本冊子をきっかけに地域の若者から、
歴史の話を聞く会を実施したいと提案が
あがった。
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活動・支援のプロセスの振り返り

中間支援主体の支援
 上記アクションサイクルの取組を
活動団体が進めるにあたっての見立て
浜益では個別の活動や人口に対し想いを
持って地域づくりに関わる人の人数は多
いが、個々で動いており、共通のビジョ
ンや一環したテーマが少ない。

 具体的な支援内容（打ち手）
浜益わかもん会および石狩市浜益支所主
催の地域ビジョンづくりに、検討段階か
らコミットし、関係人口を巻き込みなが
ら参画した。

 打ち手による活動団体の変化
（意識・行動・活動の進捗）
活動団体自体が地域ビジョンを意識し、
地域住民と共通言語を持つきっかけを生
み出すことができた。また、関係人口と
して参加した若者により住民の学びも促
進された。

 中間支援主体としての気づき・成⾧
関係人口、住民双方に学びが生まれる重要性

■今年度、地域循環共生圏づくりのポイントとして注力したアクションサイクル①

地域のビジョンを描く（地域の関係者の話を仲間と共有する）

活動団体の取組
 活動名・時期
いっぺかだれやの会への参画
（2024年11月～2025年2月）

 なぜそれを実施したのか（実施目的）
地域住民と共通の地域ビジョンづくりの
ため

 実施したことによって共生圏づくりにど
のような変化が起きたか（活動団体自身
の変化・周囲の変化等の共生圏づくりに
関わる進捗）
浜益では「いっぺかだれや」という言葉
を軸に重要な地域ビジョンが作り上げら
れつつある。地域のキーマンたちが共通
してこの言葉を意識することで、協働が
生まれやすくなるのではないかと期待し
ている。



 （特に前２スライドの支援を実施するにあたり、）今年度、力を入れて取り組んだ中間支援
は？ (中間支援機能チェックリスト.xlsxより上位3つを選んで記入）
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活動・支援のプロセスの振り返り

 共生圏づくりを進めるために、活動団体の
能力をどう引き出せたか

・活動団体構成員は地域の中で重要な役割を担っており、
共生圏の概念がプラスされたことで、これまでそれぞれが
点で動いていたそれぞれの活動が、共通のビジョンを持ち、
活動するようになっている。協議会が発信する情報が、
地域に広がり、それぞれの個別の活動へと波及効果を生ん
でいる。

・関係人口が中心となり、地域の歴史から、共生圏に繋がる
情報を発掘し、ネットワーキング浜益再録冊子として取り
まとめを行った。外部の視点によって、地域の価値を、
地域住民が再発見することにつながった。

 R6課題だと感じたこと
関係人口を創出しつつ、地域との信頼関係を構築するという技術は、コーディネーターのバランス感覚が重要となる。
このバランス感覚は、短期間で習得することは難しく簡単に育成できるものではない。さらに、本事業においては、
共生圏の概念がプラスされることから、難しさに拍車がかかっている。これをカバーするためには、一人の資質に頼るの
ではなく、コーディネート組織として、チームでコーディネートする体制づくりが重要である考えられる。

 中間支援主体として向上したと思う中間
支援機能

・地域住民と関係人口の信頼関係構築をベースとしつつ、
手法として共生圏の概念を大学生等の関係人口が理解し
た上で、地域に入り、地域住民との交流を通して、地域
の共生圏に関連する資源を発見し、その発見した内容を
地域住民に伝えることで、地域の共生圏に関連する学習
や気づきが促進されていくという手法を実践する1年で
あった。この手法によって、地域内の内発的発展を促進
しつつ、関わる関係人口にも学びなどが生まれること
から、双方に価値創出がつながると仮説を描いていたが、
実際に双方に大きな価値創出へとつながった。具体的な
事業が継続的に生まれ続ける土壌づくりが重要であり、
今回の手法が効果的であると実感を感じつつある。

支援をしたタイミング等項目（番
号）

中間支援機能協働ガバナンスの項目

関係人口と地域住民が混ざり合って活動する際(7)③プロセス支援協働のプロセス

研修会、事業実証の際(2)①資源連結機能チェンジ・エージェント機能

ふかんばに目を付けたこと(3)①プロセス支援運営制度の設計
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地域循環共生圏づくりに向けた次のアクション

 活動団体がアクションサイクルを回せる
ようにするための次年度の見立て・打ち
手（具体的な支援策）

・「仲間を探す」「地域ビジョンを描く」は、
順調に進んでいる。「ネットワーキング浜益」
再録冊子を軸に、地域ビジョンづくりや仲間
集めを進めていきたい。

・「事業を生み出す」については、実験的に
やってみるという土壌があるため、関係人口を
巻き込みながら実験的に進めていく。

・「体制を整える」「事業主体を探す」について
は、過疎地域では、担い手の限界があるため、
地域住民＋関係人口がどの程度まで重要な役割
を担うことができるのか模索していく必要が
ある。

・共生圏に関連する情報や全国的な動きは、中間
支援が担っていく方が効率的であるため引き
続き、情報収集・提供を行う。 地方・全国事務局にサポートして

もらえると嬉しいこと
・浜益では、国蝶のオオムラサキをはじめ、ヒグマやクマゲラなど生物多様性が感じられる地域であるが、
ネイチャーポジティブのような視点を地域にどのように浸透させていけばいいのかヒントがいただける
とありがたい。

・同様に、水源が地域内あることも特徴的で、 (水力発電以外で)水を切り口に共生圏に関連する取り組みの
事例があれば教えていただきたい。

 地域循環共生圏づくりのために、どの
ような中間支援機能を発揮できるとい
いと考えているか。R7～中間支援主体
として今後どのようになりたいか。

・アクションサイクルを、関係人口と
共に展開できるモデルづくりを行って
いきたい。中間支援機能を多様な関係
人口が分散して担えるようになる姿を
目指したい。

・専門家ではない若者が地域に関わる
ことで地域の主体性が若者によって
引き出されながら、共に学び、成⾧
していくモデルをつくりたい。専門家
の介入は最小限に、地域と関わる若者
の主体性を引き出していきたい。


